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1. 研究背景と目的 

従来の被害者捜索の方法は、被災地が広域になればなるほど

人員に頼った救助活動をせざるを得ない。しかしその救助活動

は人員への負担を増やし、二次災害のリスクをも向上させる。ドロ

ーンを用いて捜索を行うことで、より効率的に、さらに二次災害の

リスクを軽減することも可能となる。また、災害発生により通信環

境が遮断されたとしても、携帯端末が受信するWi-Fi信号の電波

受信強度を用いて携帯端末の位置を測位することで、被災者の

早期発見の手助けにもなる。そこで、本研究では、無線 LAN 信

号を用いたリアルタイム位置推定の研究を行なった。さらに電波

受信強度は障害物や干渉のマルチパスの影響によって、位置推

定に誤差が生じてしまう。その誤差を補正する提案を行った。 

2. システム構成 

l 位置推定システム提案 

 

Wi-Fiルーターは常に電波を発信しており、その電波を携帯端

末がキャッチする。端末内で電波受信強度を測定し、その情報を

PC に送信。この電波受信強度から送信端末と受信端末との距離

を求めることができる。得た電波受信強から、位置情報を PC にリ

アルタイム表示する。 

l 測定準備 

測定した RSSI 値から端末間の距離を求める。 

𝑅𝑆𝑆𝐼(𝑟) = 𝐴 − 10𝑛 log01(𝑟) 

𝑟 = 102
345667(8)

019 :
 

𝐴:1m 付近の RSSI 値 𝑛:電波減衰定数  𝑟:端末間距離 

三角測量…3 点の座標と距離から端末の座標を求めることが

できる 

;
(𝑥 − 𝑥0)= + (𝑦 − 𝑦0)= = 𝑑0

=

(𝑥 − 𝑥=)= + (𝑦 − 𝑦=)= = 𝑑=
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(𝑥 − 𝑥A)= + (𝑦 − 𝑦A)= = 𝑑A
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l 携帯電話の指向性特性取得 

 

3. 研究結果 

 

実際の受信端末位置 (5.0, 10.0, 0.0) 

測位位置 (12.6, 12.4, 0.0) 

補正位置 (3.07, 11.55, 0.0) 

補正前の測位位置の誤差は 8.2m。正確に位置推定できてい

るとは言えない。それに対し、補正後は 2.4m と、精度を向上させ

ることができた。 

 補正の手法として以下に 2 つ示す。 

l 人体の影響に対する補正  

 図２に示すように、135 度〜220 度の範囲

に送信機がある場合、補正を行う。 

l 三角測量の重み付けによる補正 

マルチパスの影響は Wi-Fi の電波受信

強度に大きく関係する。したがって、点群の重心を求める

Centroid 方式に電波受信強度を付加した。 
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4. 考察 

 Wi-Fi 信号を用いてリアルタイム位置推定できた。しかし、誤差が大きく

正確に測位できたとは言えない。したがって、得た結果を補正することと

した。人体の影響に対する補正と、三角測量の重み付けにより、誤差を小

さくすることができ、精度を向上させることができた。 

 3 次元の位置推定で、電波受信強度の揺らぎが大きく、誤差に影響が

できる。その原因として、ドローンの揺れや他の電波送信機からの干渉が

考えられる。 

 今後、さらなる広い空間での研究を行い、精度を向上させる必要である。 
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